
目

次

（
�
印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

告

示

�
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
介
護
扶
助
担
当
機
関
の
指
定

（
健
康
福
祉
総
務
課
）

一

�
平
成
十
六
年
香
川
県
告
示
第
二
百
九
十
八
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
の
規
定
に
よ
る
漁
業
共

済
加
入
区
の
設
定
）
の
一
部
改
正

（
水

産

課
）

八

�
道
路
の
区
域
変
更
（
二
件
）

（
道

路

課
）

�
公
印
の
新
調

（
住

宅

課
）

九

公

告

�
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
（
二
件
）

（
県
民
参
画
課
）

�
土
地
改
良
事
業
の
認
可
（
二
件
）

（
土
地
改
良
課
）

�
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更

（

〃

）

一
〇

�
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更

（
農
村
整
備
課
）

一
一

教
育
委
員
会
規
則

�
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�
高
速
艇
に
係
る
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

�
地
方
自
治
法
に
規
定
す
る
直
接
請
求
に
必
要
な
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
五
十
分
の
一
の
数

等

一
三

�
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
し
た
旨
の
報
告

�
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
の
報

告
�
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
し
た
旨
の
報
告

�
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
の
報

告

一
四

正

誤

�
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日
（
香
川
県
報
第
九
三
一
九
号
）
香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
二

号
中
訂
正

●
香
川
県
告
示
第
四
百
七
十
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
介

護
扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
若
し
く
は
居
宅
介
護
支
援
計
画
の
作
成
、
福
祉
用
具
の
給
付
、
施
設
介
護
、

介
護
予
防
若
し
く
は
介
護
予
防
支
援
計
画
の
作
成
又
は
介
護
予
防
福
祉
用
具
の
給
付
を
担
当
さ
せ
る
機
関

を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

第４７号

平 成１８年

６月１６日（金曜日）

告

示

○

○

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香

川

県

報

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

（
第
九
三
四
六
号
）

一



香

川

県

報

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

（
第
九
三
四
六
号
）

二



香

川

県

報

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

（
第
九
三
四
六
号
）

三



香

川

県

報

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

（
第
九
三
四
六
号
）

四



香

川

県

報

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

（
第
九
三
四
六
号
）

五



香

川

県

報

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

（
第
九
三
四
六
号
）

六



香

川

県

報

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

（
第
九
三
四
六
号
）

七



●
香
川
県
告
示
第
四
百
七
十
一
号

平
成
十
六
年
香
川
県
告
示
第
二
百
九
十
八
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
の
規
定
に
よ
る
漁
業
共
済
加
入
区
の

設
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

小
割
り
式
一
年
魚
か
ん
ぱ
ち
養
殖
業
の
表
一
年
魚
か
ん
ぱ
ち
第
四
加
入
区
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。

●
香
川
県
告
示
第
四
百
七
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
課
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
六
月
十
六
日
か
ら
同
年
七
月
七

日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

国
道
（
一
般
）

二

路

線

名

三
百
七
十
七
号

三

道
路
の
区
域

●
香
川
県
告
示
第
四
百
七
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
課
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
六
月
十
六
日
か
ら
同
年
七
月
七

日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
主
要
地
方
道
）

二

路

線

名

観
音
寺
佐
野
線
（
八
号
）

三

道
路
の
区
域

一
年
魚
か
ん
ぱ
ち
第
一
四
一
加
入
区

区
第
八
一
六
号
漁
業
権
の
漁
場
の
区
域
、
区
第
八
一
七
号

漁
業
権
の
漁
場
の
区
域
及
び
区
第
八
一
八
号
漁
業
権
の
漁

場
の
区
域

一
年
魚
か
ん
ぱ
ち
第
一
七
三
加
入
区

区
第
八
二
五
号
漁
業
権
の
漁
場
の
区
域
及
び
区
第
八
二
六

号
漁
業
権
の
漁
場
の
区
域

一
年
魚
か
ん
ぱ
ち
第
一
七
五
加
入
区

区
第
八
二
〇
号
漁
業
権
の
漁
場
の
区
域
及
び
区
第
八
二
二

号
漁
業
権
の
漁
場
の
区
域

一
年
魚
か
ん
ぱ
ち
第
二
二
二
加
入
区

区
第
八
二
九
号
漁
業
権
の
漁
場
の
区
域
の
う
ち
、
点
イ
ロ

を
結
ぶ
線
の
中
間
点
を
点
ａ
と
し
（
以
下
同
じ
。
）
、
点

ニ
ハ
を
結
ぶ
線
の
中
間
点
を
点
ｂ
と
し
（
以
下
同
じ
。
）
、

ロ
ハ
、
ハ
ｂ
、
ｂ
ａ
、
ａ
ロ
の
四
直
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
、

区
第
八
三
〇
号
漁
業
権
の
漁
場
の
区
域
の
う
ち
、
点
ハ
ニ

を
結
ぶ
線
の
中
間
点
を
点
ａ
と
し
（
以
下
同
じ
。
）
、
点

ロ
イ
を
結
ぶ
線
の
中
間
点
を
点
ｂ
と
し
（
以
下
同
じ
。
）
、

ニ
イ
、
イ
ｂ
、
ｂ
ａ
、
ａ
ニ
の
四
直
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
、

区
第
八
三
一
号
漁
業
権
の
漁
場
の
区
域
の
う
ち
、
点
イ
ロ

を
結
ぶ
線
の
中
間
点
を
点
ａ
と
し
（
以
下
同
じ
。
）
、
点

ニ
ハ
を
結
ぶ
線
の
中
間
点
を
点
ｂ
と
し
（
以
下
同
じ
。
）
、

ロ
ハ
、
ハ
ｂ
、
ｂ
ａ
、
ａ
ロ
の
四
直
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

及
び
区
第
八
三
五
号
漁
業
権
の
漁
場
の
区
域
の
う
ち
、
点

ホ
イ
を
結
ぶ
線
の
中
間
点
を
点
ａ
と
し
（
以
下
同
じ
。
）
、

点
ヘ
ニ
を
結
ぶ
線
の
中
間
点
を
点
ｂ
と
し（
以
下
同
じ
。）
、

ヘ
ｂ
、
ｂ
ａ
、
ａ
ホ
、
ホ
ヘ
の
四
直
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

区

間

変

更

前
後
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

観
音
寺
市
大
野
原
町
中
姫
字
桑
ノ
木
一

一
三
三
番
四
地
先
か
ら

観
音
寺
市
大
野
原
町
中
姫
字
桑
ノ
木
一

一
二
九
番
一
地
先
ま
で

前

五
・
五

〜
一
〇
・
〇

一
〇
五

道
路
改
良
工

事
に
伴
う
現

道
拡
幅

後

一
〇
・
〇

〜
一
六
・
〇

一
〇
五

香

川

県

報

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

（
第
九
三
四
六
号
）

八



●
香
川
県
告
示
第
四
百
七
十
四
号

住
宅
課
長
が
保
管
責
任
者
で
あ
る
香
川
県
知
事
印
を
平
成
十
八
年
六
月
十
六
日
次
の
と
お
り
新
調
し
た
。

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
知
事
印

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

な
お
、
関
係
書
類
は
、
香
川
県
政
策
部
県
民
参
画
課
に
備
え
置
き
、
平
成
十
八
年
七
月
二
十
六
日
ま
で

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
八
年
五
月
二
十
六
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

特
定
非
営
利
活
動
法
人
法
美
匠

佐
藤

美
幸

木
田
郡
三
木
町
大
字
鹿
伏
三
二
七
番
地
一
ロ
イ
ヤ
ル
白
山
二
〇
二
号
室

三

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
障
害
児
、
障
害
者
に
対
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
事
業
及
び
就
労
支
援
、
相

談
支
援
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
の
事
業
を
行
い
、
地
域
社

会
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

な
お
、
関
係
書
類
は
、
香
川
県
政
策
部
県
民
参
画
課
に
備
え
置
き
、
平
成
十
八
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
八
年
五
月
三
十
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

特
定
非
営
利
活
動
法
人
坂
出
在
宅
福
祉
研
究
協
会

宮
本

典
子

坂
出
市
白
金
町
三
丁
目
一
番
五
号

三

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
在
宅
老
人
等
に
対
し
て
、
在
宅
支
援
な
ど
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
社
会
福
祉
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
業
主
体
が
当
該
下
欄
に
掲
げ
る
土
地
改
良

事
業
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
八
年
六
月
七
日
認
可
し
た
。

区

間

変

更

前
後
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

観
音
寺
市
大
野
原
町
中
姫
字
桑
ノ
木
一

一
二
七
番
四
地
先
か
ら

観
音
寺
市
大
野
原
町
大
野
原
字
辻
東
一

一
七
〇
番
三
地
先
ま
で

前

八
・
〇

〜
一
五
・
〇

二
六
〇

道
路
改
良
工

事
に
伴
う
現

道
拡
幅

後

一
一
・
五

〜
一
七
・
〇

二
六
〇

公

告

香

川

県

報

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

（
第
九
三
四
六
号
）

九



平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
土
地
改
良
区
が
当
該
下
欄
に
掲
げ
る
土
地
改

良
事
業
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
八
年
六
月
七
日
認
可
し
た
。

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県

営
土
地
改
良
事
業
（
県
営
農
林
漁
業
用
揮
発
油
税
財
源
身
替
農
道
整
備
事
業
（
吉
野
東
部
地
区
）
）
計
画

を
平
成
十
八
年
六
月
七
日
変
更
し
た
。

そ
の
関
係
書
類
を
ま
ん
の
う
町
土
地
改
良
課
に
お
い
て
平
成
十
八
年
六
月
二
十
三
日
か
ら
同
年
七
月
十

事
業
主
体

土

地

改

良

事

業

名

荒
井
地
区
共
同
施
行

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）
荒
井
地
区

垂
水
町
池
下
地
区
共
同
施
行

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
農
道
整
備
事
業
）
垂
水
町
池
下
地

区

行
時
地
区
共
同
施
行

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）
行
時
地
区

稲
荷
地
区
共
同
施
行

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）
稲
荷
地
区

辺
池
二
号
地
区
共
同
施
行

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）
辺
池
二
号

地
区

原
田
地
区
共
同
施
行

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）
原
田
地
区

土
地
改
良
区
名

土

地

改

良

事

業

名

宝
憧
寺
池
土
地
改
良
区

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）
地
頭
二
号

地
区

〃

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
た
め
池
等
整
備
事
業
）
矢
野
池
地

区

丸
亀
市
三
条
町
土
地
改
良
区

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）
三
条
地
区

〃

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
た
め
池
等
整
備
事
業
）
篭
池
地
区

丸
亀
市
土
器
町
土
地
改
良
区

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）
高
津
地
区

〃

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
た
め
池
等
整
備
事
業
）
雁
又
池
地

区

丸
亀
市
金
倉
町
川
東
土
地
改

良
区

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）
上
下
所
地

区

丸
亀
市
郡
家
町
大
池
宮
池
土

地
改
良
区

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
た
め
池
等
整
備
事
業
）
宮
池
地
区

丸
亀
市
庄
之
池
土
地
改
良
区

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
た
め
池
等
整
備
事
業
）
庄
ノ
池
地

区

丸
亀
市
田
村
池
太
井
池
土
地

改
良
区

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）
池
田
地
区

丸
亀
市
馬
池
土
地
改
良
区

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）
西
ノ
池
地

区

丸
亀
市
道
池
土
地
改
良
区

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
農
道
整
備
事
業
）
鍛
治
屋
地
区

丸
亀
市
三
条
新
池
土
地
改
良

区

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）
黒
嶋
地
区

丸
亀
市
飯
野
土
地
改
良
区

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）
吉
岡
東
地

区

丸
亀
市
中
津
土
地
改
良
区

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）
大
道
上
二

号
地
区

丸
亀
市
川
西
土
地
改
良
区

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）
川
西
地
区

香

川

県

報

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

（
第
九
三
四
六
号
）

一
〇



二
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県

営
土
地
改
良
事
業
（
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
財
田
地
区
）
計
画
を
平
成
十
八
年
六
月
六
日
変
更

し
た
。

そ
の
関
係
書
類
を
三
豊
市
農
林
水
産
課
に
お
い
て
平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日
か
ら
同
年
七
月
十
二
日

ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

香

川

県

教

育

委

員

会

香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
四
号

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
号
中
「
別
表
に
定
め
る
程
度
の
身
体
障
害
」
を
「
第
二
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害

等
級
に
該
当
す
る
程
度
の
障
害
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

高
速
艇
に
係
る
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

香

川

県

教

育

委

員

会

香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
五
号

高
速
艇
に
係
る
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

高
速
艇
に
係
る
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
、
高
松
港
と
坂
手
港
と
の
間
」
を
削
る
。

第
七
条
第
三
項
中
第
三
号
及
び
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
三
号
と
す
る
。

第
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

教
育
委
員
会
規
則

香

川

県

報

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

（
第
九
三
四
六
号
）

一
一



香

川

県

報

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

（
第
九
三
四
六
号
）

一
二



附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
前
の
第
二
号
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
選
挙
人
名
簿
の
登

録
に
伴
う
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第

一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
五
十
分
の
一
の
数
並
び
に
同
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十

条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者

の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
者
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
に
六
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
。
以
下
同
じ
。
）

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

竹

�

克

彦

五
十
分
の
一
の
数

一
六
、
七
二
四
人

三
分
の
一
の
数

二
〇
六
、
〇
二
七
人

県
議
会
議
員
各
選
挙
区
に
お
け
る
三
分
の
一
の
数

高
松
市
選
挙
区

一
一
四
、
七
二
四
人

丸
亀
市
選
挙
区

二
九
、
七
六
三
人

坂
出
市
選
挙
区

二
〇
、
五
六
八
人

善
通
寺
市
選
挙
区

九
、
五
二
〇
人

観
音
寺
市
選
挙
区

一
七
、
九
二
九
人

さ
ぬ
き
市
選
挙
区

一
五
、
三
五
八
人

東
か
が
わ
市
選
挙
区

一
〇
、
四
二
三
人

三
豊
市
選
挙
区

二
〇
、
〇
九
四
人

小
豆
郡
選
挙
区

九
、
六
二
二
人

木
田
郡
選
挙
区

八
、
〇
三
八
人

綾
歌
郡
選
挙
区

七
、
二
四
四
人

仲
多
度
郡
第
一
選
挙
区

八
、
八
七
四
人

仲
多
度
郡
第
二
選
挙
区

六
、
五
六
八
人

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
一
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
個
人
演

説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
、
平
成
十
八
年
六
月
二
日
次
の
施
設
を
指
定
し
た
旨
土

庄
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

竹

�

克

彦

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
二
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
個
人
演

説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
し
た
次
の
施
設
に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年
六
月
二

日
そ
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
土
庄
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

竹

�

克

彦

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
三
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
個
人
演

説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
、
平
成
十
八
年
六
月
二
日
次
の
施
設
を
指
定
し
た
旨
さ

ぬ
き
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

竹

�

克

彦

名

称

所

在

地

土
庄
町
総
合
会
館

小
豆
郡
土
庄
町
甲
二
六
七
―
七
八

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

名

称

所

在

地

土
庄
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

小
豆
郡
土
庄
町
淵
崎
甲
一
四
〇
〇
―
二

名

称

所

在

地

香

川

県

報

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

（
第
九
三
四
六
号
）

一
三



古紙配合率70％ 
白色度72％再生紙を使用しています 

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
四
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
個
人
演

説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
し
た
次
の
施
設
に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年
六
月
二

日
そ
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
さ
ぬ
き
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

竹

�

克

彦

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日
（
香
川
県
報
第
九
三
一
九
号
）
香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号
中
訂
正

ツ
イ
ン
パ
ル
な
が
お

さ
ぬ
き
市
長
尾
名
一
四
九
四
―
一

名

称

所

在

地

津
田
広
域
働
く
婦
人
の
家

さ
ぬ
き
市
津
田
町
津
田
一
三
八
―
一
六

大
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

さ
ぬ
き
市
大
川
町
富
田
中
三
三
〇
六
―
一

長
尾
総
合
公
園
研
修
セ
ン
タ
ー

さ
ぬ
き
市
長
尾
東
二
四
五
六
―
六

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
長
尾
）

さ
ぬ
き
市
昭
和
一
〇
五
〇
―
一

造
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

さ
ぬ
き
市
造
田
宮
西
九
八
九
―
一
八

公
文
明
集
会
所

さ
ぬ
き
市
昭
和
二
六
八
一
―
一

正

誤

七
ペ
ー
ジ

上
段

誤

同
項
の

正

同
表
一
般
県
道
（
二
百
十
五
号
）
多
度
津
港
線
の
項
の

香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。
http : //www.pref.kagawa.jp/

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所

香

川

県

庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

香

川

県

報

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

（
第
九
三
四
六
号
）

一
四


